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体感型イベントに笑顔がいっぱい！
２月１１日、特定非営利活動法人「あ・りーさだ」グラウンド特設リンクにて今年が初開催となる、スケ

ートリンク祭りが行われました。

バギーに引かれてのスノーラフティングや漬物石をつかった氷上ボーリングやカーリングなどを体験

し子供たちは大はしゃぎ！

年上の子が、年下の子の指導をしてあげるなど、参加した子供たちは自らの手でイベントを作り上げ

ました。

●拠点複合施設検討チームワークショップについて…………２

●キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み～………………３



先月の広報の「多目的空間チーム」に引き続きまして拠点複合施設検討チームが、拠点複合施設に真に必

要な機能とこだわりを検討するワークショップを４回行い、施設の空間イメージを発表した基本構想を説明

します。最後は「アトリウムチーム」の基本構想についてです。

具体的なイメージ

「アトリウムチーム」の基本構想（施設イメージ）

●可動性と開放感のある施設

・情報の出し方を工夫したまちの情報提供スペース

・音楽サークルなどが利用できる防音の多目的室

・会議室は間仕切りで小・中・大会議室になる

・フラットになるステージつきのホール、普段は運動や大きな会議に使用

・幼児スペースから屋外公園へ出て遊べる

・飲食スペースからお母さんが外の子どもの様子を見ながらくつろげる

・真ん中は開放感のあるスペースでイスやソファーを可動式として、広く展示やイベント

に使える

市長から３チームの基本構想の総評として、「最後までみなさんにとってよりいいも

の、どうやったら利用していただけるかということを追求していきたい」と述べました。

今後、基本構想をもとに基本計画を策定していきます。

コンセプト

問合せ先

市まちづくり企画室　☎ 52-3141

拠点複合施設検討チームワークショップについて（第３回）
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キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
１
１
０

労
働
契
約
講
話　

１
月
26
日

　

道
央
法
律
事
務
所
弁
護
士　

上
田
絵
理

氏
を
講
師
に
招
き
「
労
働
契
約
講
話
」
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
・
ブ
ラ
ッ

ク
バ
イ
ト
の
現
状
や
実
態
を
中
心
に
、労
働
基

準
法
で
保
障
さ
れ
る
労
働
者
の
権
利
や
、
自

分
の
身
の
守
り
方
に
つ
い
て
な
ど
の
ワ
ー
ク
ル

ー
ル
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
の
働
く
上
で
起
こ
り
得
る
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
学
び
、労
働
者
の
権
利
を
理
解
し
た
こ

と
で
、将
来
働
く
際
に
注
意
す
べ
き
事
や
、自

分
の
身
を
守
る
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
重
要

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

保
健
講
話　

１
月
26
日

　

１
年
生
は
、Ｌ
Ｈ
Ｒ
に
お
い
て
、
学
校
法
人

四
天
王
寺
学
園
小
学
校
中
学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
阪
中
順
子
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
自

尊
心
を
高
め
る
ス
キ
ル
〜
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
で

イ
イ
所
探
し
〜
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

命
の
危
機
を
助
け
合
う
た
め
に
「
信
頼
で

き
る
大
人
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
考
え
る
課

題
に
、「
真
剣
に
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
」
、

「
話
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
」
な
ど
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
言
葉
に
表
し
、グ
ル
ー
プ
で
共

有
し
ま
し
た
。

　

次
に
、友
だ
ち
に
相
談
さ
れ
た
と
き
「
ど
ん

な
風
に
聞
か
せ
て
も
ら
え
ば
相
手
が
相
談
し

や
す
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
課
題
に
対
し
て

も
、「
頷
く
」「
相
手
の
気
持
ち
を
受
け
止
め

る
」
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

そ
の
上
で
、相
談
を
受
け
た
時
に
、相
手
を

励
ま
し
た
り
、自
分
が
落
ち
込
ん
で
い
る
と
き

に
、役
立
て
る
「
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」の
手
法
を

学
び
、短
所
を
長
所
に
変
換
す
る
「
ネ
ガ
ポ
ジ

変
換
」に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

「
計
画
性
が
な
い
」
は
、「
臨
機
応
変
に
対

応
で
き
る
」
、な
ど
、短
所
と
捉
え
が
ち
な
と

こ
ろ
も
前
向
き
な
表
現
に
変
え
る
こ
と
で
、

「
短
所
も
含
め
て
、自
分
を
イ
イ
と
思
え
る
」

自
尊
心
を
育
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
学
年
は
「
保
健
」
の
授
業
で
阪
中
順
子

氏
に
「
心
の
健
康
と
自
己
実
現
」
と
し
て
い
の

ち
の
危
機
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
別
に
「
信
頼
で
き
る
人
」
と
は

学
校
説
明
会　

１
月
27
日

　

本
校
生
徒
12
名（
１
学
年
４
名
、２
学
年
４

名
、３
学
年
４
名
）が
夕
張
中
学
校
の
２
年
生

を
対
象
に
、学
校
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
、進
路
実
現
に
向
け
て
努
力
し

た
こ
と
や
少
人
数
だ
か
ら
で
き
る
本
校
の
進

路
指
導
の
よ
さ
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、第
１
学
年
の
進
学
研
究
や
、都
立
八
丈
高

等
学
校
短
期
留
学
、夕
張
市
拠
点
複
合
施
設

検
討
委
員
の
活
動
、日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

養
成
塾（
福
岡
県
）の
報
告
な
ど
本
校
の
特
色

あ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、中
学
生
か
ら
進
路
・
学
習
、部
活

動
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
質
問
に
高
校
生
が
答

え
ま
し
た
。

　

報
告
し
た
高
校
生
は
、自
ら
の
活
動
を
中

学
校
の
後
輩
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、貴
重
な

場
と
な
り
ま
し
た
。

予
餞
会

　

卒
業
を
迎
え
る
３
年
生
の
た
め
に
予
餞
会

を
１
、２
年
生
が
ひ
ら
き
ま
し
た
。

　

１
年
生
は
、大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
た
全

校
生
徒
参
加
型
の
ク
イ
ズ
を
、２
年
生
は
、各

部
活
動
毎
に
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
へ
お
礼

を
述
べ
た
あ
と
、ク
ラ
ス
全
員
で
ダ
ン
ス
を
披

露
し
ま
し
た
。
ま
た
、生
徒
会
執
行
部
は
、三

年
間
の
思
い
出
を
振
り
返
る
ム
ー
ビ
ー
を
上

映
し
ま
し
た
。
最
後
は
、３
年
生
に
よ
る
バ
ン

ド
演
奏
が
行
わ
れ
、３
年
生
と
過
ご
す
時
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
人
か
を
考
え
、友
達
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に

気
づ
い
た
時
は
「
き
・
よ
・
う
・
し
・
つ（
き
づ
い
て
・

よ
り
そ
い
・
う
け
と
め
て
・
し
ん
ら
い
で
き
る
大

人
に
・つ
な
げ
よ
う
）
」に
あ
て
は
め
て
行
動
す

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、苦
し
み
の
中
で
い
の
ち
を
支
え
る
３

つ
の
柱
と
し
て
「
時
間
・
関
係
・
自
律
」の
重
要

性
を
理
解
し
、
今
後
の
人
生
に
役
立
つ
内
容

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
感
想
と
し
て
「
自
分
も
人

を
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
。
」

「
信
頼
で
き
る
人
を
つ
く
り
た
い
。
」
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
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所
得
税
（
確
定
申
告
）
と

市
・
道
民
税
の
申
告
相
談
日
程

赤
十
字
救
急
法
短
期
講
習
会

赤
十
字
雪
上
安
全
法

　
　

 

救
助
員
Ⅱ
養
成
講
習

夕
張
市
の
救
急
出
動
状
況

保
育
士
確
保

　

集
中
取
組
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

夜
間
の
受
け
付
け

　

３
月
２
日
（
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
）
、

３
月
７
日（
市
役
所
本
庁
舎
）は
、午
後

７
時
ま
で
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
賦
課
係　
　
　

☎
52
―
3
1
2
0

岩
見
沢
税
務
署

☎
0
1
2
6
―
22
―
0
8
1
0

（
音
声
案
内
で「
２
」
を
選
択
）

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な

ど
、救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に

必
要
な
、知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
講

料
は
無
料
で
す
。

と  

き　

３
月
25
日 

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

定　

員　

30
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
）

申
込
期
限　

３
月
13
日

※
申
込
み
が
10
人
に
満
た
な
い
場
合
、

中
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
･
問
合
せ
先  

市
生
活
福
祉
係 

☎
52
―
1
0
5
9

　

昨
年
１
年
間
の
救
急
出
動
件
数
は
、

5
5
6
件
、搬
送
人
員
は
5
0
7
人
。

前
年
に
比
べ
微
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

救
急
出
動
件
数
で
最
も
多
か
っ
た

事
故
種
別
は
、急
病
3
4
3
件
、次
い

で
一
般
負
傷
87
件
で
し
た
。
搬
送
人
員

で
最
も
多
か
っ
た
の
は
急
病
3
1
3

人
、次
い
で
一
般
負
傷
82
人
で
し
た
。

　

傷
病
程
度
別
で
は
、中
等
症
2
1
0

人
が
最
も
多
く
、次
い
で
軽
症
1
9
0

人
、
重
症
94
人
、
死
亡
13
人
で
し
た
。

前
年
と
比
較
し
て
、中
等
症
で
の
救
急

要
請
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
み
る
と
救
急
出
動
件
数

は
年
々
増
加
し
、平
成
27
年
中
に
お
け

る
全
国
救
急
出
動
件
数
と
搬
送
人
員

は
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

夕
張
市
で
は
件
数
が
微
増
し
て
い

ま
す
。

　

夕
張
市
の
救
急
体
制
は
高
規
格
救

急
車
を
２
台
運
用
し
て
い
ま
す
が
、救

急
出
動
の
半
数
以
上
が
市
外
へ
搬
送

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
救
急
車
が
２
台
と
も
出
動
す

る
、い
わ
ゆ
る
「
空
白
の
時
間
」
が
74

内　

容　

ス
キ
ー
場
な
ど
で
急
病
人

や
け
が
人
を
正
し
く
救
助
す
る
た
め

に
必
要
な
応
急
手
当
の
知
識
や
技
術

を
学
ぶ
講
習
会
。

と　

き　

３
月
20
日
、25
日 

午
前
９

時
〜
午
後
４
時
、３
月
26
日 

午
前
９

時
〜
午
後
２
時
10
分

と
こ
ろ　

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー
場

対
象
者　

赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助

員
Ⅰ
の
資
格
を
有
し
、S
A
J
の
ス
キ

ー
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
１
〜
２
級
に
相
当
す
る

技
術
を
有
す
る
方

定　

員　

10
人（
先
着
順
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
待
機
児
童
解

消
に
向
け
て
、４
月
に
向
け
た
保
育
士

確
保
の
た
め
に
３
月
ま
で
の
間
、
国
や

自
治
体
を
挙
げ
て
保
育
士
の
就
業
促

進
を
集
中
的
に
行
い
、保
育
士
確
保
を

強
力
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
民
間
で
働
く
保
育
士
の
給
与
改
善

●
職
場
復
帰
の
た
め
の
研
修
を
開
催

●
保
育
士
と
し
て
の
職
場
復
帰
を
サ

ポ
ー
ト

●
保
育
園
の
勤
務
環
境
を
改
善
し
、

保
育
士
が
働
き
や
す
い
職
場
に

　

詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

厚
生
労
働
省

☎
52
―
3
1
0
5

受
講
料　

3
0
0
円
（
教
材
費
）リ
フ

ト
代
別
途
。

申
込
期
限　

３
月
13
日

申
込
・
問
合
せ
先

日
赤
夕
張
市
地
区（
市
生
活
福
祉
係
） 

☎
52
―
1
0
5
9

回
、時
間
で
は
1
0
5
時
間
あ
り
ま
し

た
。

　

対
応
で
き
る
救
急
要
請
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
救
急
自
動

車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
消
防
署

☎
53
―
4
1
2
2

月　日 会　場 開始時間 終了時間 地　　区

清水沢１～３丁目・清栄町・清

湖町・宮前町・南清水沢１～４

丁目・清陵町・南部・真谷地・沼

ノ沢・楓・紅葉山・登川・滝ノ上

16：00★３月１日（水）

２日（木） 19：00

３日（金） 16：00

市民研修
センター

（南支所２階）
10：00

市内全域

６日（月）★ 17：00

７日（火）★ 19：00

８日（水）★

９日（木）

10日（金）

13日（月）

市役所本庁舎 ９：00

17：00

市内全域

所得税（確定申告）と市・道民税の申告相談日程

★：営業所得、不動産所得、譲渡所得なども受け付けができる日

※会場が混み合う傾向がありますので、待ち時間が長くなる場合があります。
※当日持参するものは、広報ゆうばり２月号をご覧ください。
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平
成
29
年
度 

住
宅
料
の

 

減
額
申
請
手
続
き
受
付
中

「
北
海
道
国
民
健
康
保
険

　

運
営
方
針
（
原
案
）
」
に

　

 

対
す
る
道
民
意
見
の

　
　
　
　

 

募
集
に
つ
い
て

市
営
住
宅
の

　
　

  

入
居
者
一
般
公
募

入
居
資
格　

政
令
で
定
め
る
収
入
の

基
準
を
満
た
す
方
、
地
方
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
、住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

な
ど
。
既
に
市
・
道
営
住
宅
に
入
居
し

て
い
る
方
で
、
風
呂
が
な
い
方
や
世
帯

構
成
員
が
増
減
し
た
方
な
ど
特
別
な

事
情
が
あ
り
、住
替
え
の
条
件
を
満
た

す
方
。

申
込
方
法　

本
人
が
市
役
所
３
階
建

築
住
宅
係
に
関
係
書
類
（
申
込
用
紙
、

印
鑑
、
入
居
者
全
員
分
の
住
民
票
及

び
収
入
が
分
か
る
も
の
な
ど
）を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

持
参
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は

郵
送
に
よ
る
提
出
も
受
け
付
け
し
ま

す
。（
３
月
９
日
必
着
）
応
募
者
が
複

数
と
な
っ
た
場
合
は
抽
選
（
３
月
13
日

予
定
）に
て
決
定
し
ま
す
。
当
選
者
は
、

入
居
資
格
審
査
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。

受
付
期
間　

３
月
１
日
〜
９
日　

午

前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分（
土
日
を
除

く
） 

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅

☎
52
―
3
1
1
9

申
請
期
限　

３
月
17
日

受
付
場
所 

市
役
所
３
階
建
築
住
宅

係
、南
支
所

必
要
書
類　

①
公
営
住
宅
使
用
料
減
額
申
請
書

（
受
付
場
所
で
交
付
）

②
収
入
の
わ
か
る
書
類
（
源
泉
徴
収

票
、確
定
申
告
書
の
控
え
、年
金
通
知

書
な
ど
）

※
年
金
通
知
書
は
、個
人
年
金
・
遺
族

年
金
・
障
害
年
金
も
必
要
で
す
。

③
印
鑑
（
※
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
）

④
障
害
者
手
帳（
１
級
〜
３
級
）

⑤
平
成
28
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
領
収
書

◆
市
営
住
宅
入
居
の
方
の
み
必
要
。

◆
確
定
申
告
で
使
用
し
た
場
合
は
、確

定
申
告
書
の
控
え
。

◆
領
収
書
は
事
前
に
整
理
し
、
合
計

額
を
記
入
。
◆
医
療
機
関
へ
の
交
通
費

は
、バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
を
使
用
し
た
場
合
の
み
該
当
で
、日

付
・
乗
降
場
所
・
料
金
の
一
覧
表
を
作

成
。

※
④
・
⑤
は
該
当
す
る
方
の
み
提
出
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係

☎
52
―
3
1
1
9

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

制
度
が
改
正
さ
れ
、
北
海
道
と
市
町

村
が
一
体
と
な
っ
て
国
保
を
運
営
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、道
内
の

国
保
運
営
の
統
一
的
な
指
針
と
し
て

「
北
海
道
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
運
営
方
針
（
原
案
）に
つ
い
て
、
道
民

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

公
表
場
所　

北
海
道
国
保
医
療
課

（
道
庁
６
階
）、道
庁
行
政
情
報
セ
ン
タ

ー（
道
庁
別
館
３
階
）
、
各
総
合
振
興

局
及
び
振
興
局
（
石
狩
を
除
く
）の
行

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
及
び
北
海
道
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.pref.hokkaido.lg.jp

/hf/kki/kak/kouikika_junbi_

index.htm

）

募
集
期
間　

３
月
１
日
〜
31
日

提
出
方
法　

公
表
場
所
及
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
「
意
見
募
集
要
領
」
を
ご

覧
の
う
え
、提
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

北
海
道
保
健
福
祉
部
健
康
安
全
局
国

保
医
療
課（
広
域
化
準
備
グ
ル
ー
プ
）

☎
0
1
1
―
2
3
1
―
4
1
1
1

平成29年１月１日現在

改 良

改 良

改 良

改 良

改 良

公 営

改 良

賃 貸

公 営

本 町

本 町

末 広

末 広

鹿 の 谷

常 盤

平 和

宮 前

南 清 水 沢

栄

栄

恵１

恵４

曙

誉

和２

憩２

２K51-３

２ＬＤ Ｋ

２ＬＤ Ｋ

２ＬＤ Ｋ

２ＬＤ Ｋ

２ＬＤ Ｋ

３ＬＤ Ｋ

２ Ｄ Ｋ

２ L Ｄ Ｋ

３ Ｄ Ｋ

２階(ｴ)

６階(ｴ)

２階(ｴ)

２・３階(ｴ)

５階(ｴ)

３階

１階

１・２・５階(ｴ)

１階

１

１

１

２

１

１

１

３

２

公 営 南 清 水 沢 D50-２ ３ Ｄ Ｋ ３階 １

公 営 南 清 水 沢 H48-１ ２ Ｄ Ｋ １階 １

公 営 南 清 水 沢 H48-２ ２ Ｄ Ｋ １階 １

公 営 南 清 水 沢 H49-３ ２ Ｄ Ｋ １階 １

公 営 紅 葉 山 63紅葉 ３ＬＤ Ｋ ３・４階 ２

賃 貸 宮 前 憩 １ ２ＬＤ Ｋ ２階(ｴ) １

公 営 南 清 水 沢 ２K51 -１ ３ Ｄ Ｋ １階 １

一般枠
住宅に

困っている方対象

高齢者障がい者特定枠
入居者又は同居者に
65歳以上の方、もしくは
病気などにより身体の
制限を受けている方が
いる場合

区 分 種 別 地 区 住 棟 間 取 階 情 報 戸 数

※募集住戸及び募集枠については変更する場合があります。

※階情報に(ｴ)が付いているものはエレベータ付の住宅です。

※種別が「公営」の住宅を希望する単身世帯の方については、応募する住戸の面積によっては、１割増し家賃となり

　ます。

※障がい者特定枠の「身体制限を受けている方」とは身体障害者手帳（１～４級）をお持ちの方です。
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夕
張
高
校
吹
奏
楽
局
O
B
・
O
G
会
と

　
　
　
　
　

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　

お
得
な
割
引

国
民
年
金
保
険
料
免
除
期
間

  

納
付
申
出
制
度
の
申
請
を

　
　
　
　
　

 

お
考
え
の
方
へ

　

夕
張
高
校
吹
奏
楽
局
O
B
会
が
、

吹
奏
楽
部
現
役
生
へ
の
支
援
を
目
的

を
し
た
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
市
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
定
期

的
に
演
奏
活
動
を
し
て
い
る
夕
張
市

民
吹
奏
楽
団
も
合
同
で
参
加
・
協
力
し

ま
す
。
入
場
無
料
。

と　

き　

３
月
19
日　

午
後
２
時
〜

（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ　

夕
張
高
校
体
育
館

問
合
せ
先　

実
行
委
員
会

☎
0
9
0
―
4
8
7
0
―
1
1
6
4

　

４
月
か
ら
の
保
険
料
は
、
月
額

1
6
、4
9
0
円
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は
、口

座
振
替
や
一
定
期
間
ま
と
め
て
納
付

（
前
納
）
す
る
こ
と
で
割
引
に
な
り
ま

す
。

　

新
た
に
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方

は
、引
き
落
と
し
先
の
通
帳
と
印
鑑
を

持
っ
て
、年
金
事
務
所
、金
融
機
関
、市

市
民
係
の
い
ず
れ
か
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

岩
見
沢
年
金
事
務
所

☎
0
1
2
6
―
22
―
5
8
0
4

市
市
民
係　
　
　

☎
52
―
3
1
0
4

ど
の
よ
う
な
制
度
？　

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
う
ち
、障

害
基
礎
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方

は
、法
定
免
除
に
よ
り
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
将
来
、
障
が
い

の
程
度
が
軽
く
な
り
、障
害
基
礎
年
金

を
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
低
く
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
に
備
え
て
、
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
、

希
望
さ
れ
る
方
は
、障
害
基
礎
年
金
を

受
け
取
り
な
が
ら
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

将
来
の
年
金
額
は
？

　

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
、
保

険
料
を
納
め
た
月
数
に
応
じ
て
増
え

ま
す
。一
方
、障
害
基
礎
年
金
は
、法
律

に
よ
っ
て
障
害
等
級
に
応
じ
た
金
額
が

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
保
険
料
を
納

め
た
月
数
に
か
か
わ
ら
ず
、年
金
額
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

65
歳
に
な
り
、
老
齢
基
礎
年
金
と

障
害
基
礎
年
金
の
２
つ
の
年
金
を
受
け

取
る
資
格
を
有
し
た
場
合
に
は
、い
ず

れ
か
の
１
つ
の
年
金
を
選
択
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
将
来
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
を
選
択

し
、老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
ら
な
い

場
合
に
は
、保
険
料
を
納
め
て
も
実
際

に
受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な

い
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

以
下
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る

方
　

将
来
、障
が
い
の
程
度
や
状
態
が
変

わ
る
可
能
性
が
ど
の
程
度
あ
る
か
に
つ

い
て
は
、医
学
的
な
知
識
に
基
づ
く
見

通
し
が
大
変
重
要
な
た
め
、主
治
医
に

よ
く
ご
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
制
度
の
内
容
を
踏
ま
え
、場
合
に

よ
っ
て
は
、ご
家
族
な
ど
の
助
言
を
受

け
て
ご
自
身
で
ご
判
断
い
た
だ
き
、
申

出
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

○
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
料
を
お
返

し
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
保
険
料

の
納
付
申
出
は
、制
度
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、申
出
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
永
久
認
定
の
方
へ

年
金
証
書
の
「
診
断
書
の
種
類
」
欄
が

「
１
」
か
つ「
次
回
診
断
書
提
出
年
月
」

欄
が
「
＊
＊
」
と
印
字
さ
れ
て
い
る
方
が

永
久
認
定
の
方
と
な
り
ま
す
。

○
原
則
と
し
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

永
久
認
定
で
あ
っ
て
も
、そ
の
後
、ご

本
人
が
額
改
定
請
求
を
行
っ
た
結
果
、

永
久
認
定
で
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
保
険
料
を
納
め
て
も
、障
害
基
礎
年

金
の
年
金
額
は
増
え
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
を
納
め
、
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
し
て
も
、老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
が
障
害
基
礎
年
金
２
級
の
年
金

額
を
上
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
保
険
料
の
納
付
申
出
と
併
せ

て
、上
乗
せ
制
度
で
あ
る
国
民
年
金
基

金
や
付
加
年
金
へ
の
加
入
は
可
能
で
す

（
国
民
年
金
基
金
は
、老
齢
、障
が
い
及

び
遺
族
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
上
乗
せ

支
給
さ
れ
ま
す
。
基
金
へ
の
加
入
に
よ

り
上
乗
せ
さ
れ
る
金
額
に
つ
い
て
は
、

各
基
金
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

　

こ
の
上
乗
せ
制
度
の
ほ
か
、振
替
加

算
が
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
り
続
け
る

よ
り
も
、
老
齢
基
礎
年
金
を
選
択
し

た
ほ
う
が
、よ
り
多
く
の
年
金
額
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
有
期
認
定
の
方
へ

○
今
後
、
障
が
い
の
程
度
が
軽
く
な
っ

た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

○
こ
の
場
合
、老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、老
後

に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
法
定
免
除
の
期
間
に
か

か
る
年
金
額
は
減
額
と
な
り
ま
す
の

で
、保
険
料
の
納
付
申
出
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、年
金
額
を

満
額
又
は
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
合
せ
先　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
―
05
―
1
1
6
5

0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方

☎
03
―
6
7
0
0
―
1
1
6
5

割 引 額

毎月（現金・翌月末口座振替） 197,880円（16,490円×12回）

毎月（当月末口座振替） 197,280円（16,440円×12回）

６カ月前納（現金納付） 196,280円（98,140円×２回）

６カ月前納（口座振替） 195,640円（97,820円×２回）

１年前納（現金納付） 194,370円

１年前納（口座振替） 193,730円

割引なし

600円

1,600円

2,240円

3,510円

4,150円

納 付 方 法 １年 度 分 の 保 険 料

広報ゆうばり　2017年3月号 ６



プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の

購
入
を
指
示
す
る
詐
欺
業
者
に

　
　

 　

  

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

北
海
道
企
業
局
か
ら

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

通
知
カ
ー
ド
お
よ
び

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
を
ま
だ
受
領
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　

 

い
な
い
方
へ

引
越
し
の
際
は
住
民
票
の

　
　
　

 

異
動
も
忘
れ
ず
に

　

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
不
正
取
得
を

目
的
と
し
た
詐
欺
業
者
に
よ
る
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

夕
張
市
内
で
も
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
詐
欺
業
者
の
手
口
例

①
携
帯
の
メ
ー
ル
な
ど
で
見
覚
え
の
な

い
有
料
動
画
サ
イ
ト
閲
覧
に
よ
る
架

空
請
求
が
届
く
。

②
記
載
さ
れ
て
い
る
連
絡
先
に
電
話

す
る
と
、利
用
料
金
を
請
求
さ
れ
る
。

　

支
払
方
法
と
し
て
、プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
を
購
入
し
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て

い
る
番
号
を
伝
え
る
よ
う
指
示
が
あ

る
。

③
あ
る
程
度
購
入
し
た
後
、
突
然
業

者
の
電
話
が
つ
な
が
ら
な
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
は
典
型
的
な
詐

欺
の
手
口
で
あ
り
、取
り
戻
す
の
は
非

常
に
困
難
で
す
。

　

少
し
で
も
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、消

ダ
ム
な
ど
か
ら
の
水
に
注
意
！　

　

市
内
を
流
れ
る
夕
張
川
に
は
北
海

道
企
業
局
が
管
理
す
る
沼
ノ
沢
取
水

堰
・
清
水
沢
ダ
ム
と
水
力
発
電
所
が
あ

り
ま
す
。

　

沼
ノ
沢
取
水
堰
・
清
水
沢
ダ
ム
で
は
、

雪
解
け
水
や
大
雨
で
降
っ
た
水
な
ど

を
、水
門
を
開
け
て
川
に
流
し
ま
す
。

発
電
所
で
は
、発
電
を
行
う
た
め
に
川

へ
水
を
流
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
川
の
水
が
増
え
て
危
険
で

す
の
で
、川
遊
び
や
魚
釣
り
な
ど
で
河

原
や
川
の
中
に
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

ダ
ム
・
発
電
所
な
ど
か
ら
水
を
流
す

と
き
は
、サ
イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

北
海
道
企
業
局
夕
張
川

発
電
管
理
事
務
所

☎
57
―
2
5
4
2

　

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
証
の
有
効
期
限
は
、３
月
31
日
で

す
。
新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
は
、３

月
末
日
ま
で
に
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
発

送
し
ま
す
。

　

住
所
変
更
な
ど
の
届
け
出
が
な
い

場
合
、新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
が
届

か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
変
更

が
あ
る
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

進
学
の
た
め
市
外
に
住
所
を
移
す

方
や
、現
在
在
学
中
で
継
続
し
て
住
所

を
市
外
へ
移
し
て
い
る
方
は
、
届
け
出

と
在
学
証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

転
出
や
社
会
保
険
加
入
な
ど
で
国

民
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
後

に
、国
民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療

を
受
け
て
し
ま
う
と
、医
療
費
を
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
資

格
喪
失
の
際
は
、届
出
と
保
険
証
の
返

却
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
健
康
保
険
係

☎
52
―
3
1
0
5

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、新
薬
の

特
許
が
切
れ
て
か
ら
同
じ
有
効
成
分

で
作
ら
れ
た
薬
で
、厚
生
労
働
省
か
ら

効
き
目
や
安
全
性
が
新
薬
と
同
等
と

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
薬
の
開
発
費
用

が
少
な
い
分
、一
般
的
に
は
新
薬
よ
り
安

い
価
格
と
な
り
ま
す
。

　

夕
張
市
か
ら
他
の
市
へ
入
学
、
就

職
、転
勤
な
ど
で
引
越
し
を
さ
れ
る
方

ま
た
は
夕
張
市
内
で
引
越
し
を
さ
れ

た
方
は
必
ず
住
所
変
更
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

◆
夕
張
市
か
ら
他
の
市
へ
住
所
を
異

動
さ
れ
る
場
合
（
転
出
届
）

　

新
住
所
が
決
ま
っ
て
か
ら
引
越
し
を

さ
れ
る
日
の
概
ね
２
週
間
前
か
ら
手

続
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、「
転
出
証
明

書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。　

◆
他
の
市
か
ら
夕
張
市
へ
住
所
を
異

動
さ
れ
る
場
合
（
転
入
届
）

　

引
越
し
が
終
わ
っ
て
か
ら
14
日
以
内

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の

際
、現
在
住
民
票
を
置
い
て
い
る
自
治

　

通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）カ
ー
ド
を
ま
だ
受
領
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、問
合
せ
の
う
え
、受

領
し
て
く
だ
さ
い
。
受
領
に
は
、窓
口
で

の
本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

暗
証
番
号
は
事
前
に
決
め
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
本
人
が
病
気
や
、
身
体
の
障

害
な
ど
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り
、

代
理
人
の
交
付
を
行
い
ま
す
。
代
理
交

付
の
際
は
、
本
人
が
来
庁
で
き
な
い
こ

と
を
証
明
す
る
書
類（
医
師
の
診
断
書

な
ど
）が
必
要
で
す
。
受
領
の
前
に
必

　

夕
張
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

平
成
28
年
11
月
分
薬
代
で
、ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る
と
自
己
負

担
額
が
3
0
0
円
以
上
安
く
な
る
と

思
わ
れ
る
方
を
対
象
に
、お
知
ら
せ
ハ

ガ
キ（
差
額
通
知
）を
保
険
証
発
送
時

に
同
封
し
ま
す
。ハ
ガ
キ
の
内
容
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

お
願
い
し
ま
す
。　

定
期
的（
年
２
回
）

に
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
を
発
送
す
る
予
定

で
す
の
で
、今
後
送
付
を
希
望
し
な
い

方
は
、市
健
康
保
険
係
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
2
0
―
53
―
0
0
0
6

市
健
康
保
険
係　

☎
52
―
3
1
0
5

ず
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

交
付
場
所　

市
市
民
係
及
び
南
支
所

通
知
カ
ー
ド
の
受
領
に
必
要
な
も
の

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、健
康

保
険
証
な
ど
）、印
鑑

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド

の
受
領
に
必
要
な
も
の

自
宅
に
送
付
し
た
は
が
き
、（
裏
面
に

住
所
と
氏
名
を
記
入
し
、
押
印
）
、
通

知
カ
ー
ド
（
緑
色
）
、
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）、

印
鑑
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持

ち
の
方
の
み
）

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

体
か
ら
「
転
出
証
明
書
」
を
発
行
し
て

い
た
だ
き
、そ
れ
を
夕
張
市
役
所
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
夕
張
市
内
で
住
所
を
異
動
さ
れ
る

場
合
（
転
居
届
）

　

引
越
し
が
終
わ
っ
て
か
ら
14
日
以
内

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

費
生
活
相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

市
消
費
生
活
相
談
窓
口

（
夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で（
土

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

☎
0
1
2
3
―
56
―
6
0
0
1
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夕
張
警
察
署
か
ら
サ
イ
バ
ー

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

　
　
　
　
　

対
す
る
お
願
い

平
成
29
年
度
「
幸
福
の

  

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」

　

 

助
成
事
業
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　

 

お
知
ら
せ

対
象
の
方
は
お
早
目
に
！！

自
殺
対
策
強
化
月
間

　

近
年
、ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
か
ら
金
銭

を
引
き
出
さ
れ
る
不
正
送
金
事
案
や

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
詐
欺
な
ど
、国
民

生
活
を
脅
か
す
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
危
険

性
が
社
会
全
体
で
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
○
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ

ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。
○
I
D
や
パ

ス
ワ
ー
ド
は
自
分
自
身
で
し
っ
か
り
管

理
し
、他
人
に
は
教
え
な
い
、盗
ま
れ
な

い
。
○
相
手
の
わ
か
ら
な
い
メ
ー
ル
に
添

付
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
や
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
ク
リ
ッ

ク
し
な
い
。
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
な
ど
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
わ
る
心
配
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
警
察
署
ま
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

夕
張
警
察
署

☎
52
―
0
1
1
0

　

夕
張
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど
が

行
う
事
業
を
応
援
す
る
「
幸
福
の
黄

色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」
助
成
事
業
で
す

が
、平
成
29
年
度
よ
り
見
直
し
を
行
い

ま
す
。
平
成
29
年
度
助
成
事
業
の
募

集
に
向
け
、説
明
会
を
下
記
日
程
で
行

い
ま
す
の
で
申
請
を
検
討
し
て
い
る
団

体
の
方
は
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
23
日　

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階
大

会
議
室

問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室

☎
52
―
3
1
4
1

　

日
本
の
自
殺
者
数
は
、平
成
10
年
以

降
３
万
人
を
超
え
る
状
況
が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
、

平
成
22
年
以
降
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、依
然
と
し
て
、2
4
、0
0
0

人
（
平
成
27
年
）を
超
え
る
自
殺
者
が

い
る
こ
と
、若
者
に
関
し
て
は
、平
成
10

年
以
降
横
ば
い
の
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、深
刻
な
状
況
に
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
は
、周
囲
に
心
理
的
に
追

い
詰
め
ら
れ
て
、
辛
そ
う
な
方
が
い
た

ら
、声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。一
人
き
り

で
な
い
と
思
え
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が

軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、

◆
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
（
二
種
混
合
）

予
防
接
種
）

　

乳
幼
児
期
の
予
防
接
種
で
獲
得
し

た
免
疫
力
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
追
加
接
種
に
な
り
ま
す
。
対
象
の
方

に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
３
月
末
ま
で
が

市
の
定
期
接
種
期
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ジ
フ
テ
リ
ア
と
は
？

　

ジ
フ
テ
リ
ア
菌
の
飛
沫
感
染
で
起
こ

り
ま
す
。

　

感
染
は
主
に
の
ど
で
す
が
、鼻
に
も

感
染
し
ま
す
。
症
状
は
高
熱
、の
ど
の

痛
み
、犬
吠
様
の
せ
き
、嘔
吐
な
ど
で
、

偽
膜
と
呼
ば
れ
る
膜
が
で
き
窒
息
死

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
発
病
２
〜
３

週
間
後
に
は
菌
の
出
す
毒
素
に
よ
っ
て

心
筋
障
害
や
神
経
麻
痺
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

破
傷
風
と
は
？

　

破
傷
風
菌
は
土
の
中
に
い
る
菌
が
、

傷
口
か
ら
ヒ
ト
の
体
内
に
入
る
こ
と
に

よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
菌
が
体
の
中
で

増
え
る
と
、菌
の
出
す
毒
素
の
た
め
に
、

筋
肉
の
強
直
性
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
ま

す
。
土
中
に
菌
が
い
る
た
め
、感
染
す
る

機
会
は
常
に
あ
り
ま
す
。

定
期
予
防
接
種
の
対
象
者　

小
学
６

年
生

接
種
回
数　

１
回

実
施
医
療
機
関

①
３
月
６
日（
月
）中
條
医
院　

②
３
月
22
日（
水
）
南
清
水
沢
診
療
所

（
要
予
約
）

※
予
定
が
合
わ
な
い
場
合
は
、指
定
日

以
外
、ま
た
は
簗
詰
医
院
・
夕
張
市
立

診
療
所
で
も
接
種
が
可
能
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。ご
相
談
下
さ
い
。

接
種
費
用　

無
料

そ
の
他　

対
象
者
の
方
に
は
５
月
に

個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

（２）　

接
種
日
に
お
い
て
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
で
心
臓
、じ
ん
臓
又
は
呼

吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常

生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
と
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
。（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
程
度
）

●
実
施
医
療
機
関　

市
内
医
療
機
関

●
助
成
額　

接
種
費
用
の
半
額
（
上

限
３
、0
0
0
円
）
※
対
象
者
で
生
活

保
護
受
給
者
の
方
は
接
種
費
用
を
全

額
助
成

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

対 象 者 生 年 月日

6 5 歳 とな る 方 昭和26年４月２日生～昭和27年４月１日生

7 0 歳 とな る 方 昭和21年４月２日生～昭和22年４月１日生

7 5 歳 とな る 方 昭和16年４月２日生～昭和17年４月１日生

8 0 歳 とな る 方 昭和11年４月２日生～昭和12年４月１日生

8 5 歳 とな る 方 昭和６年４月２日生～昭和７年４月１日生

9 0 歳 とな る 方 大正15年４月２日生～昭和２年４月１日生

9 5 歳 とな る 方 大正10年４月２日生～大正11年４月１日生

1 0 0 歳となる方 大正５年４月２日生～大正６年４月１日生

◆
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

昨
年
広
報
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、市
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
で
、平
成
28
年
度

に
対
象
と
な
る
方
の
接
種
期
間
は
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

今
年
度
対
象
と
な
る
方
の
定
期
接

種
は
、平
成
29
年
度
以
降
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

過
去
に
１
度
も
高
齢
者
肺
炎
球
菌

（
23
価
肺
炎
球
菌
）ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
な
く
、次
の

（１）
の
表
又

は
（２）
に
該
当
す
る
市
民
の
方

悩
み
な
ど
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、耳
を

傾
け
、必
要
な
と
き
に
は
、専
門
家
へ
つ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

岩
見
沢
保
健
所
で
は
、心
の
健
康
に

関
す
る
困
り
ご
と
を
抱
え
る
方
や
ご

家
族
の
方
を
対
象
と
し
た
精
神
科
医

師
・
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
を
無
料

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

北
海
道
空
知
総
合
振
興

局
保
健
行
政
室
（
北
海
道
岩
見
沢
保

健
所
健
康
支
援
係
）

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
1
2
2

（１）
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放
課
後
学
習
支
援
に
つ
い
て

子
供
た
ち
の

　
　

 

居
場
所
づ
く
り
事
業

国
勢
調
査
結
果

臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）
に
つ
い
て

平成27年国勢調査行政区域別世帯・人口・男女別・人口増減率

　

昨
年
11
月
９
日
か
ら
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
２
階
の
研
修
室
を
活
用
し
、

放
課
後
の
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
若
菜
以
北
・
富
野
方
面
に
お
住
い
の

小
学
生
が
対
象
で
、毎
週
水
曜
日
の
午

後
３
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
開
所
し
て

い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
入

会
時
ス
ポ
ー
ツ
保
険（
年
8
0
0
円
）に

加
入
し
て
頂
き
ま
す
。

　

定
員
は
10
名
で
ま
だ
空
き
が
あ
り

ま
す
の
で
、
参
加
し
て
い
る
児
童
の
感

想
を
ご
覧
頂
い
て
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ

い
！

◆
参
加
児
童
の
感
想

〈
２
年
生
〉

　

平
成
27
年
10
月
１
日
に
行
わ
れ
た

国
勢
調
査
の
結
果
が
確
定
し
ま
し
た
。

世
帯
数　
　
　
　

   

４
、5
3
9
世
帯

人
口　

   　
　
　
　
　

８
、8
4
3
人

男
性　

                  
４
、0
9
2
人

女
性　

                  
４
、7
5
1
人

人
口
増
減
率             

19
、０
％
減

問
合
せ
先　

市
総
務
係

☎
52
―
3
1
7
0

　

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
引
上

げ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、所
得
の

低
い
方
に
対
し
て
、暫
定
的
・
臨
時
的
な

措
置
と
し
て
、平
成
29
年
４
月
か
ら
平

成
31
年
９
月
ま
で
の
２
年
半
分
の
臨

時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）を
支

給
し
ま
す
。

　

支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
世

帯
に
は
、４
月
中
旬
に
申
請
書
な
ど
を

個
別
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
具
体

的
な
申
請
時
期
や
申
請
方
法
な
ど
の

詳
細
は
、
広
報
ゆ
う
ば
り
４
月
号
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

　

基
準
日
（
平
成
28
年
１
月
１
日
）
時

点
で
夕
張
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、平

成
28
年
度
の
市
民
税
（
均
等
割
）が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
方
。

※
市
民
税（
均
等
割
）課
税
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
方
や
、生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
な
ど
は
対
象
外
。

◆
支
給
額

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
1
5
、

0
0
0
円（
１
回
限
り
の
支
給
。
）

【
給
付
金
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐

欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に
注

意
！
】

●
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支

払
機
）の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、昨
年
５
月
よ
り
「
あ
・
り
ー

さ
だ
」（
旧
緑
陽
中
学
校
）
を
活
用
し

て
児
童
が
の
び
の
び
と
活
動
で
き
る
場

所
の
提
供
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
４
月
以
降
も
居
場
所
づ
く
り
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　

夕
張
小
学
校
に
就
学
し
、

沼
ノ
沢
・
紅
葉
山
方
面
に
お
住
い
の
児

童
。
※
登
録
申
請
書
に
よ
り
事
前
登

録
が
必
要
。
学
童
ク
ラ
ブ
と
の
併
用
不

可
。

定　

員　

20
名

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
別
途
協
議

場　

所　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

『
あ
・
り
ー
さ
だ
』の
空
き
教
室

開
設
期
間　

平
成
29
年
４
月
〜
平
成

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、他
人

か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と

は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

●
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
給
付
金

を
支
給
す
る
た
め
に
、手
数
料
な
ど
の

振
込
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

●
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
は
、迷
わ
ず
市
や
夕
張
警
察
署

（
☎
52
―
0
1
1
0
）
ま
た
は
警
察
相

談
専
用
電
話（
♯
9
1
1
0
）に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先 　

市
生
活
福
祉
係

☎
52
―
1
0
5
9

30
年
３
月

開
所
日
時　

平
日
午
後
３
時
〜
午
後

７
時

休
所
日　

土
曜
日
、日
曜
日
、祝
祭
日
、

年
末
年
始
（
12
月
31
日
〜
１
月
５
日
）

※
『
あ
・
り
ー
さ
だ
』で
の
行
事
な
ど
に

よ
り
休
所
日
を
設
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

費　

用　

無
料
。
※
た
だ
し
、
年
額

8
0
0
円
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
あ
・
り
ー
さ
だ
」　

☎
57
―
3
8
8
3

※
留
守
の
際
は
留
守
電
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
連
絡

し
ま
す
。

平成27年 平成22年 増減数 平成27年 平成22年 増減数

本　庁 936 1,034 -98 1,738 1,982 -244 
若　菜 624 768 -144 1,154 1,462 -308 
清水沢 1,678 1,999 -321 3,228 3,902 -674 
南　部 222 391 -169 428 682 -254 
鹿　島 0 96 -96 ０ 96 -96 
沼ノ沢 502 573 -71 971 1,220 -249 
紅葉山 577 697 -120 1,324 1,578 -254 
合　計 4,539 5,558 -1,019 8,843 10,922 -2,079

行政区域
世　帯　数　（世帯) 人　口　(人）

　

勉
強
と
遊
び
を
た
く
さ
ん
や
り
ま

し
た
。
特
に
勉
強
を
が
ん
ば
っ
た
。
た
ま

に
お
や
つ
も
食
べ
た
。
勉
強
が
楽
し
い
で

す
。

〈
６
年
生
〉

　

友
達
と
会
え
て
、話
が
お
も
し
ろ
く

楽
し
い
。
テ
ス
ト
の
問
題
が
ス
ラ
ス
ラ
解

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〈
６
年
生
〉

　

こ
こ
に
来
る
と
、宿
題
と
家
庭
学
習

が
す
ぐ
に
終
わ
り
ま
す
。
空
い
た
時
間

の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
が
楽
し
い
で
す
。
テ
ス

ト
の
点
数
も
上
が
り
ま
し
た
！

問
合
せ
先　

市
教
育
委
員
会

☎
52
―
3
1
6
6学習時の様子休憩時間のボードゲーム
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ヨ
ガ
教
室
を
開
催
し
ま
す

第
44
回
鹿
ノ
谷
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

ゆ
う
ば
り
ア
ー
カ
イ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

2
0
1
7

　

２
つ
の
ヨ
ガ
ク
ラ
ス
を
開
講
し
ま
す
。

心
と
体
を
見
つ
め
な
が
ら
、一
緒
に
体
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？ 

申
込
は
３
月

24
日
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
み
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

　

「
ゆ
う
ば
り
ア
ー
カ
イ
ブ
」
は
、こ
れ

ま
で
こ
の
町
の
歴
史
に
関
わ
る
様
々
な

映
像
を
上
映
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

「
鉄
道
と
町
の
姿
の
移
り
変
わ
り
」
を

考
え
る
企
画
で
す
。

　

平
成
28
年
８
月
、市
は
Ｊ
Ｒ
石
勝
線

夕
張
支
線
の
廃
線
を
提
案
し
、Ｊ
Ｒ
北

海
道
も
こ
れ
を
承
認
。
平
成
31
年
３
月

に
は
、
夕
張
に
向
か
う
列
車
は
す
べ
て

な
く
な
り
、こ
の
町
へ
の「
人
の
流
れ
」の

歴
史
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
鉄
道

や
バ
ス
と
い
っ
た
「
公
共
交
通
機
関
」
が

「
暮
ら
し
と
と
も
に
あ
る
」
意
味
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
参
加
無
料
。

と　

き　

３
月
４
日　

午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
共
生
型
フ
ァ
ー
ム

１
階
「
視
聴
覚
室
」

問
合
せ
先　

夕
張
地
域
史
調
査
室　

青
木

☎
0
9
0
―
2
6
2
2
―
4
4
5
5

クラス名 ヨガ・ライト ヨガ・ベ ーシック

対 象
どなた でも

（小学生以下は保護者同伴）
中 学 生 以 上

（中高生は保護者の同意書が必要）

会 場 夕 張 文 化 スポーツセンター 柔 道 場

期 間
４月５日～９月 2 7日の 水 曜日

（祝日などの都合上、会場が休館となる日は休み）

時 間 午 後６時 1 5 分～７時 午 後７時 1 5 分～８時 3 0 分

参 加 費
高校生以下　１回100円

一般　　　　１回300円

中高生　１回100円

一般　　１回500円

定 員

持 ち 物

講 師

各回15名（先着順）

ヨガマット（ある方）、飲み物、汗拭きタオル

木村愛（ヨガインストラクター）

　

前
回
に
引
き
続
き
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
具
体
的
行
動
の
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
飲
酒

□
１
日
の
適
量
を
知
り（
日
本
酒
な
ら

１
合
、焼
酎
20
度
な
ら
0
、7
合
、ビ
ー

ル
な
ら
５
０
０
ｍｌ
）
超
え
な
い
よ
う
に

す
る

□
週
に
２
日
の
休
肝
日
を
つ
く
る

□
睡
眠
剤
代
わ
り
の
飲
酒
は
し
な
い

●
喫
煙

□
喫
煙
・
受
動
喫
煙
の
害
を
知
る

□
禁
煙
の
方
法
を
考
え
て
み
る

□
禁
煙
外
来
（
市
内
医
療
機
関
で
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
）や

相
談
の
機
会
を
利
用
す
る

□
妊
婦
や
子
供
の
前
で
は
吸
わ
な
い

●
歯
・
口
腔
（
虫
歯
と
歯
周
病
予
防
）

□
か
か
り
つ
け
歯
科

医
師
を
も
ち
歯
科
検

診
を
積
極
的
に
受
け

る（
市
内
の
歯
科
医
院

で
歯
科
検
診
、予
防
ケ

ア
も
行
っ
て
い
ま
す
）

□
歯
磨
き
の
他
に
歯

間
清
掃
を
行
う

●
次
世
代
の
健
康

□
保
護
者
は
、子
ど
も
の
体
重
を
把
握

す
る

□
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
は
時
間
を
決
め
る

□
保
護
者
・
同
居
家
族
は
子
供
の
適
切

な
食
・
運
動
・
睡
眠
の
生
活
習
慣
の
確

立
を
意
識
す
る

□
未
成
年
者
、
妊

婦
は
喫
煙
・
飲
酒

を
し
な
い

●
高
齢
者
の
健
康
（
認
知
機
能
の
維
持
と

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
）

□
生
活
習
慣
病
は
、
自
己
判
断
で
治

療
を
中
断
せ
ず
、
検
査
値
を
把
握
し

て
、悪
化
さ
せ
な
い

□
家
の
中
で
も
で
き
る
筋
ト
レ
や
体
操

を
積
極
的
に
行
う

●
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

□
う
つ
病
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持

ち
病
気
に
対
す
る
偏
見
を
持
た
な
い

□
こ
こ
ろ
の
不
調
の
症
状
を
知
る

□
周
囲
の
人
が
こ
こ
ろ
の
不
調
を
抱
え

て
い
た
ら
声
を
か
け
、否
定
せ
ず
に
聞

く●
睡
眠

□
眠
く
な
っ
て
か
ら
寝
床
に
入
り
、起

き
る
時
間
は
遅
ら
せ
な
い

□
年
齢
に
あ
っ
た
睡
眠
時
間
を
大
き

く
超
え
な
い
習
慣
を

　

高
齢
に
な
る
ほ
ど
眠
れ
る
時
間
は

短
く
な
り
ま
す
。
65
歳
以
上
で
は
６
時

間
が
目
安
。
ま
た
、早
朝
に
目
覚
め
る

傾
向
は
男
性
で
強
く
な
り
ま
す
。

　

健
康
は
単
に『
症
状
が
な
い
、元
気
』

な
だ
け
で
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
検
査
デ

ー
タ
な
ど
の
客
観
的
指
標
で
の
確
認
も

重
要
で
す
。
正
し
い
知
識
で
自
分
に
あ

っ
た
健
康
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
保
健
師
・
栄
養
士
に
、お
気
軽
に
相

談
を
。

保
健
師　

永
澤　

綾
子 

健
康
ゆ
う
ば
り
21

〜

　
　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
具
体
的
行
動
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鎌
田
国
子
遺
作
展

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

 

お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会
開
催

　

昨
年
ご
逝
去
さ
れ
た
鎌
田
国
子
さ

ん
の
絵
画
作
品
展
で
す
。

と  

き　

３
月
17
日
〜
４
月
13
日 

午

前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30
分
（
市

役
所
開
庁
時
間
）観
覧
無
料
。

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
あ

ず
ま
し
い
」
市
役
所
２
階

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

　

今
年
度
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
表

彰
さ
れ
た
方
の
報
告
会
で
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
電

話
か
F
A
X
で
。
参
加
無
料
。

と　

き　

３
月
17
日　

午
後
１
時
〜

午
後
２
時
50
分

と
こ
ろ　

市
社
会
福
祉
協
議
会

申
込
期
限　

３
月
15
日

問
合
せ
・
申
込
先　

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー　
　
　

  
☎
56
―
6
0
0
4

Ｆ
Ａ
Ｘ 
56
―
6
0
0
5

◆
協
会
け
ん
ぽ
の
健
診

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
、年

度
内
に
１
回
、加
入
者
の
皆
さ
ん
の
健

診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

35
歳
か
ら
74
歳
の
被
保
険
者
（
本

人
）へ
は
、が
ん
検
診
を
含
め
た
充
実
し

た
健
診
項
目
の
「
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
」
を
、40
歳
か
ら
74
歳
の
被
扶
養

者
（
家
族
）へ
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
「
特
定
健
康
診

査
」
と
二
つ
の
健
診
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
た
め
に
も
、年
に
一
度
は
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
平
成
29

年
保
険
料
率
改
定

　

平
成
29
年
３
月
分（
５
月
１
日
納
付

期
限
分
）よ
り
健
康
保
険
料
率
は
10
、

22
％（
プ
ラ
ス
0
、
07
％
）
、
介
護
保
険

率
は
１
、65
％（
プ
ラ
ス
0
、07
％
）と
な

り
ま
す
。

問
合
せ
先　

全
国
健
康
保
険
協
会
北

海
道
支
部

☎
0
1
1
―
7
2
6
―
0
3
5
2

市内の幼稚園、各保育園で節分行事が行われました。節分にはどうして鬼に豆を投げるの？紙芝居を見ながら

みんなでお勉強しました。「おにはそと！おにはそと！」と元気な声を出しながら鬼に豆をぶつけて、自分の中の

泣き虫や怒り虫を追い払いました。おやつに年の数だけお豆を食べました。

5

２月３日　節分行事
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次
号
、
広
報
ゆ
う
ば
り
4
月
号
は
、

4
月
5
日
に
配
布
し
ま
す
。

◆
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

受　

付  
通
年

対
象
年
齢　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

◆
幹
部
候
補
生
（
男
女
）

受　

付　

５
月
５
日
ま
で

対
象
年
齢　

大
卒
程
度
（
見
込
み
含

む
）
20
歳
以
上
26
歳
未
満
、修
士
課
程

修
了
（
見
込
み
含
む
）
20
歳
以
上
28
歳

未
満

◆
予
備
自
衛
官
補
（
男
女
）

　

市
内
に
居
住
し
、農
業
に
関
す
る
見

識
を
持
ち
、農
地
利
用
の
最
適
化
に
関

す
る
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
方
。

募
集
人
数　

農
業
委
員
７
人

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　

６
人

各
委
員
の
任
期　

７
月
20
日
か
ら
３

年
間

応
募
方
法　

推
薦
書
ま
た
は
応
募
申

込
書
に
記
入
し
、
市
農
業
委
員
会
事

務
局
に
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

内　

容　

夕
張
メ
ロ
ン
の
栽
培
、管
理
、

収
穫
作
業
、そ
の
他
畑
作
作
業

募
集
人
数　

10
人
（
女
性
８
人
、男
性

２
人
）※
20
歳
か
ら
45
歳
ま
で
の
健
康

な
方

雇
用
期
間　

３
月
か
ら
８
月

勤
務
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

（
１
日
勤
務
時
間 

８
時
間
）、週
休
１
日

※
期
間
と
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

給　

与　

日
給  

6
、2
8
8
円
以
上

勤
務
先　

市
内
の
メ
ロ
ン
農
家

申
込
・
問
合
せ
先　

夕
張
市
農
業
協

同
組
合
営
農
推
進
課☎

57
―
3
1
1
5

（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
30
分
）

人　口 8,658人(－27人)

　男 4,039人(－13人)

　女 4,619人(－14人)

世帯数 5,000世帯(－9世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

受　

付　

４
月
７
日
ま
で

対
象
年
齢

●
一
般　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

●
技
能　

18
歳
以
上
で
国
家
資
格
な

ど
を
有
す
る
者（
資
格
に
よ
り
53
歳
〜

55
歳
未
満
）

※
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
恵
庭
地
域
事
務
所

☎
0
1
2
3
―
34
―
5
4
3
8

さ
い
。

※
推
薦
書
・
応
募
申
込
書
は
市
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
入
手
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
52
―
3
1
2
4

平成29年２月１日　現在

平
成
22
年
６
月
９
日
生
ま
れ

平
成
24
年
１
月
23
日
生
ま
れ

南部岳見町

そ
う
　 
た

あ
ゆ
む

政

氏

　

　

歩

ち
ゃ
ん
（
左
）

政

氏

　

蒼

太

ち
ゃ
ん
（
右
）

○模擬坑道無料公開&ＰＲ映像撮影参加者募集！

リニューアル工事を終えて生まれ変わった模擬坑道を市民
の皆さんに一足早く公開します！また、皆さんが見学している
様子を撮影し、模擬坑道のＰＲ映像を制作します。この機会
に改めて夕張の財産を共有したいと思います。皆さんのご参
加、お待ちしております。

申し込み多数の場合は、時間を分けてのご案内となる場合
があります。

と　き　３月25日（土）　午後１時～午後４時

ところ　石炭博物館駐車場（化石館前）集合

※無料で見学できます。

申込期間：３月17日（金）

問合せ・申込先
　石炭博物館再生プロジェクト実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会内）
　☎52－3166
　メール　yubari.museum@city.yubari.lg.jp

自
衛
官
募
集

夕
張
メ
ロ
ン
の
従
業
員
を

　
　
　
　
　

  

募
集
し
ま
す

夕
張
市
農
業
委
員
会
の

 

農
業
委
員
お
よ
び
農
地

  

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

　
　
　
　
　

  

募
集
し
ま
す
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